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Ⅲ 令和７年度に向けて 

ⅰ 成果と課題 

 令和７年度入学生から新学科「未来共創科」を開設するに至ったこと、開設予定の

学校設定科目を企業の方と連携しながらかなりの内容を決めることができたことは

令和６年度中の大きな成果と言える。グローカル・ラボにプログラミング領域を開設

することや、「情報Ⅰ」における地元企業との共同授業については令和６年度に実現

に至らなかったが、現在実施を計画しており、令和７年度において実現を目指す。ま

た生徒の実態に応じた評価のあり方について、研究をすすめていきたい。 

 

ⅱ 今後に向けた構想 

 高校魅力化コンソーシアム［（一財）つわの学びみらい（以下 財団）］の理事長が

本事業のコンソーシアムマネージャーを務めることとなり、今後もこの「財団」のサ

ポートを得ながら人と財 の確保に取り組んでいく。今年度の研究を進める中で町内

IT 企業５社が学校設定科目の構築に深く関わってきており、次年度以降も学校や財

団とともに学校設定科目の展開を行っていく。また、教 員全員が共通理解を持って

学校として本研究に取り組んでいくため、教 員向けのデータ活用の研修を行ったり、

以下の資料を用いて 員会議にて説明をした。学校設定科目だけではなく、他の授業

や探究活動、課外活動、日々の学校生活でも情報活用能力が各活動の深まりに貢献で

きるよう、今後も教 員研修を続けていきたい。 

 

【令和７年２月２０日（木） 員会議配付資料】 
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資料 申請前の構想図 

 

 

 

資料 申請時の構想図 

 
 

【島根県立津和野高等学校】その他普通科（設置（令和７年度））

粘り強く課題解決に取り組む生徒

学校 津和野町 地元企業
公営塾
       

連携（コンソーシアム）

地域に戻り
支える人材

地域の外から
応援する人材

個別最適な学び 協働的な学び プロフェッシ ナル、専門技術

データ分析に基づく具体的な課題発見

校内における
課題解決演習

プログラミングを活
用した課題解決演習

深い探究活動
理数科目の探究

実際のデータ活用演習

アプリ作成体験

   モデル校、                   事例校プログラムへの取り組み

データサイエンスや  技術を 使し、地域創生を 引する人材育成

協調学習を取り入れた授業改善の取り組み
令和の実績

令和６年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）管理機関名 島根県教育委員会

改革の
土台
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資料 学校説明資料 

  

  

  

  

  

令和６年度学校訪問

ようこそ 津和野高校へ

目 次

  産学官民との連携

  過 ・現在・未来

  グランドデザイン

  新学科名

  最後に

主管団体事業等年

町高校魅力化コーディネーター配置H25

町町営英語塾HAN-KOH開塾H26

町「０歳児からのひとづくりプログラム」策定H30.3

町小中学校へ教育魅力化コーディネーター配置H30

高校（県）ICTモデル校事業R２～R3

町保小連携コーディネーター・幼児教育コーディネーター配
置

R2

町一般財団法人つわの学びみらい創立R3.1

高校（国）COREハイスクール・ネットワーク構想R3．４～R6．３

高校（国）
高校（県）

新学習指導要領実施
全新入生ICT機器購入

R４．４

高校（国）普通科改革支援事業R6.4

高校（国）DXハイスクール事業R6.4

津和野高校と津和野町の取組 津和野高校の外的環境

津和野
高校

島根県

教育委員会

文部科学省
島根大学

山口大学

島根県立大学

卒業生

保護者

津和野町

教育委員会

つわの

学びみらい

HAN-KOH

町営塾

津和野町

つわの暮らし

推進課

学校運営
協議会

津和野中学校
日原中学校

ライバル校
県立普通科
県立専門科
私学

町民・企業・団体

ＩＴ企業

ＪＲ
石見空港

• 普通科改革支援事業（470万円）

• ＤＸハイスクール事業（1000万円）

島根県教育委員会

文部科学省

• 探究学習での講師・伴走

• 生徒の進学先

島根大学 山口大学

島根県立大学

• 寄付（ 徳 ・体育館エアコン・学習机）

• ＰＴＡ会計等（教材・生徒会・部活動・進路・施設設備管理）

卒業生

保護者

• コンソーシアムの運営津和野町教育委員会

• 魅力化事業の資金管理と魅力化コーディネーターの派遣

• 探究学習プロジェクトのコーディネート
つわの学びみらい

•  料で英語指導

•  ワノセカイブによる課外活動支援
ＨＡ －ＫＯＨ町営塾

• ＩＴ企業への橋渡し

• 生徒募集における東京事務所の使用
津和野町つわの暮らし推進課

外的環境のポジティブ要素
 和平成の教育課題

知識
 重

 め
込み

興味・関心

学ぶ意味

思考・  ・表現

主体性

創造性

 コウの魅力化

 生徒自身が探究テーマを決める

 学びそのものへの前向きな姿勢を持ち続ける

 学びの質が高まる

 自分自身が何に 頭できるのかを知るきっかけづくり

 自分が役立つことを知る

 なぜ 強しないといけないの？がわかる

 地域課題の当事者になる

「教科学習」  「探究学習       」

 自 決定力

 主体性・継続性

 探究性

 自分探し・進路選択

 自 有用感

 モチベーシ ン

 ふるさと愛 定住

「新しい時代」

補助費    万円

グローバル化 デジタル化

普通科改革支援事業

普通科改革支援事業

挑戦
カリキュラム開発 実施体制の開発

「未来共創科」
普通科の枠組みの中で新学科を設置

普通科

地域共創科

未来共創科

地域探究科

文理探究科

普通科

ミライデザイン科

普通科

普通科

普通科

普通科

普通科

普通科普通科

普通科

普通科 普通科 普通科

普通科

普通科

普通科

普通科

普通科普通科

普通科

普通科

普通科改革
支援事業

新しい時代に
対応した
教育改革



69 

  

  

  

  

  

デジタル等成長分野を支える人材育成

情報、数学等の教育を重視するカリキュラム

   を活用した文理横 的な探究的な学び

           デジタル課外活動の促進

   機器整備（ハイスペック  、３ プリンタ、動画・画像     等 

遠隔授業    通信機器整備

専     等業務委 費等

補助費      万円  ハイスクール事業

「世界で活躍する人を津和野町で育てる」

学校教育目標

グランドデザイン

「やってみたい」を「やってみる」、自分らしく、だれかのために

スロー ン

グランドデザイン

「やってみたい」を「やってみる」、自分らしく、だれかのために

スロー ン

グランドデザイン

津高グローカル・ラボ

 

三松 （地元の和菓子屋）

生徒そして地域の  と幸せにつながる学校づくりを目指す

学校経営方針

グランドデザイン

「未来社会の創造に 間と協働して主体的に挑戦しようとする人」

育てたい生徒像

グランドデザイン

新しい時代に対応した教育改革 の大三 形と天の川

カリキュラム・ポリシー

グランドデザイン

教科学習
探究学習

情報活用（データ・デジタル・ＩＣＴ）

新しい時代に対応した教育改革

情報活用力 共感力

発信力

多様性活用力

津和野町        塾 つわの学びみらい

自 決定力

津和野 地

地元企業

情報活用能力

育てたい資質・能力

グランドデザイン

共感力

育てたい資質・能力

グランドデザイン
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多様性活用力

育てたい資質・能力

グランドデザイン

大学

個別最適化した進路支援を目指すコース制

総合

基礎から幅広く

学び、実習を通

して教養を身に

つける。

探究

総合的な探究の

時間を手厚くし、

大学との連携に

よる学術的な探

究学習を行う。

自然科学

理系進学に対応

するため少人数

できめ細かい指

導をする。

進路希望に合わせ

て２年生からコー

スに分かれる

３コースの情報系学校設定科目

単位数の前にある「 」

はコース内選択科目であ

り、それ以外の科目はコ

ース内での必履修科目

総合

総合的な探究
（２単位）

情報活用

（３単位）

プログラミング応用

（ ３単位）

探究

教科学習

総合的な探究
（４単位）

データサイエンス実践

（２単位）

自然科学

教科学習

総合的な探究
（２単位）

プログラミング発展

（１単位）

データサイエンス実践

（２単位）

２年次

 

３年次

未来共創科

新学科名

未来共創科
 「 意書」

現代社会においては、グローバルな課題とローカルな課題をつなぎながら世界

と地域が共に持続可能な社会創りに向けて行動していくことが期待されていま

す。これまで津和野高校は普通科高校として町内・県内・県外からの多様な生

徒を受け入れ、津和野町役場・一般財団法人つわの学びみらい・町内の方々の

世代を超えた多様な大人の協力を得て、「総合的な探究の時間」において地域

における探究学習を推進してきました。これからの津和野高校は、普通科の枠

組みの中で教育課程においては教科学習と探究学習とともに情報活用をカリキ

ュラムの柱の一つとして位置づけ、社会に開かれた教育課程の編成のさらなる

充実を目指し、産学官民との連携を強化して世代や地域を越えて多様な関係者

と連携しながら、未来を共創していく人材の育成を目指していきます。

ダーウィンの言葉

変わることができる者だけが

生き残ることができた。

ありがとうございました。
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資料 新学科説明用リーフレット（６月作成） 
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資料 島根県立津和野高等学校令和７年度グランドデザイン 

 

 

 

            

     
             

           

     
            

              

           

       
             

            

育てたい資質・能力

       
   
   
   

                            

       
    
     
    

     
     
   
     

     
   
   
      

グラデュエーシ ン・ポリシー（育てたい生徒像）

島根県立津和野高等学校グランドデザイン 【令和７年度】

                          
                                 

                                    

津和野町での学びの土壌

アドミッシ ン・ポリシー（求める生徒像）

                                               

                                           

                                               
                                                 
                                     

   
        
     
      

                                                

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施に関する方針）
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資料 地元向け説明会新学科説明資料 
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資料 普通科改革と学校設定科目についての校内説明資料 
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資料 島根県立津和野高等学校令和７年度入学生教育課程表 

 

令和7年度入学生

総合 探究 自然科学 総合 探究 自然科学

現 代 の 国 語 2 2 2

言 語 文 化 2 2 2

論 理 国 語 4 2 2 2 2 2 2 4

文 学 国 語 4 2 2 3 2 0～5

古 典 探 究 4 3 3 1 2 3 3 4～6

地 理 総 合 2 2 2

地 理 探 究 3 2 2 2 2 2 2 0～4

歴 史 総 合 2 2 2

日 本 史 探 究 3 2 2 2 2 2 2 0～4

世 界 史 探 究 3 2 2 2 2 2 2 0～4

公 共 2 2 2 2 2

倫 理 2 2 2 0～2

公 民 研 究 学校設定科目 3 0～3

数 学 Ⅰ 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 3 3 3 4 １年次の１単位は数学Ⅰ履修後の履修

数 学 Ⅲ 3 1 1 1 4 4 　　 4 0～5 ２年次の１単位は数学Ⅱ履修後の履修

数 学 Ａ 2 2 2

数 学 Ｂ 2 1 1 1 1 1 1 0～2

数 学 Ｃ 2 1 1 1 1 1 1 0～2

数 学 演 習 ２ 学校設定科目 1 1 1 0～1 ２年次の１単位は数学Ⅱ履修後の履修

数 学 演 習 ３ 学校設定科目 4 4 4 4

科学と 人間 生活 2 2 2

物 理 基 礎 2 2 2 0～2

物 理 4 2 4 0～6 ２年次の２単位は物理基礎履修後の履修

化 学 基 礎 2 2 2

化 学 4 2 4 0～6

生 物 基 礎 2 2 1 2 1 2

生 物 4 2 4 0～6 ２年次の２単位は生物基礎履修後の履修

自 然 科 学 研 究 学校設定科目 イ　2 0～2

理 科 演 習 学校設定科目 3 0～3

体 育 7～8 3 2 2 2 2 2 2 7

保 健 2 1 1 1 1 2

音 楽 Ⅰ 2 2 0～2

美 術 Ⅰ 2 2 0～2

書 道 Ⅰ 2 2 0～2

英語コミュニケーションⅠ 3 3 3

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4 4

英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2 2

ベーシックイングリッシュα 学校設定科目 ア　2 2 2 0～2

ベーシックイングリッシュβ 学校設定科目 2 2 0～2

スタンダードイングリッシュ 学校設定科目 2 2 0～2

家 庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 2

情 報 情 報 Ⅰ 2 2 2

31 26～28 30 30 24～26 28 29 81～90

保 育 基 礎 2～6 ウ　2 0～2

フード デザ イン 2～6 ア　2 0～2

体 育 ス ポ ー ツ Ⅱ 2～6 ウ　2 0～2

演 奏 研 究 2～6 エ　3 0～3

ソルフ ェー ジュ 2～6 イ　2 0～2

素 描 2～6 イ　2 0～2

情報メディアデザイン 2～6 エ　3 0～3

情 報 活 用 学校設定科目 3 0～2

プ ロ グ ラ ミ ング 発展 学校設定科目 1 0～1

プ ロ グ ラ ミ ング 応用 学校設定科目 エ 3 0～3

デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 学校設定科目 1 1 1 1 0～2

0 3～5 0 1 5～7 2 2 2～12

3～6 1 1 2 1 1 2 1 3～5

0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 0～6

1 1 1 1 1 1 1 3

33～35 33～35 33～35 33～35 33～35 33～35 33～35 99～105

0 4～6 4 3～4 7～12 10 4～8 7～18

・自立活動は，学校教育法施行規則第140条に基づき設定する障がいに応じた特別の指導。

島根県立津和野高等学校　教育課程編成計画表
課　  程 学　  科 類型の名称

全　日　制 未来共創科

教科 科目
標  準
単位数

１年
２年 ３年 単位数

の合計

音 楽

備考

国 語

地理歴史

公 民

数 学

理 科

保健体育

芸 術

外国語

共 通 教 科 ・ 科 目 単 位 数 計

家 庭

単 位数 及び 週あ たり時 数の 合計

学 校 設 定 科 目 単 位 数 計

（注）・地理歴史科の選択科目、数学Ⅲ、物理、生物は２～３年次の継続履修とする。

美 術

キャリアデザイン

専 門 教 科 ・ 科 目 単 位 数 計

総 合 的 な 探 究 の 時 間

自 立 活 動

ホ ー ム ル ー ム 週 あ た り 時 数

ア イ
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資料 連携体制について 
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資料 「授業力向上プロジェクト事業」授業案 

  
 



 

新時代に対応した高等学校改革推進事業 

（普通科改革支援事業） 

２０２４年度（令和６年度）第 1年次 実施報告書 

令和７年３月発行 
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株式会社アドレス 
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